
中和地区３市１町障害者自立支援協議会

令和６年度 第１回就労支援部会 議事録

開催日時 令和 6年 5月 16 日（木）14：00～

【配布資料】

・次第

・就労支援部会名簿

・「就労支援部会」今年度の方向性について

【出席者】

なら中和障害者就業・生活支援センター ブリッジ 1名、えいぶる 1名、圏域マネージャー1名、

西和養護学校 1名、大淀養護学校 1名、奈良県高等養護学校 1名、葛城市社会福祉協議会 1名、

おかわり 1名、Coco-Make 葛城 1名、夢スペースかぐや 1名、せせらぎ会 高田園 2名、

マインドホーム高田 1名、D‐PORT 1 名、まんだらトポス 1名、コネクト 1名、大和高田市社会

福祉協議会 2名、大和高田市 1名、香芝市 1名、広陵町 1名、葛城市 2名 計：23 名

【議題】

１、 部会長挨拶・部会員自己紹介

２、 今年度の活動について

令和 5年度実施の福祉事業所体験会、当事者報告会、企業見学会はさらなる工夫を加え、今年度

も実施予定。

・福祉事業所体験会：学生の方が参加しやすい 8月に開催検討。事業所の PRを利用者本人に

してもらえるよう呼びかける。

・行政実習：フィードバック、実習生から感想を聞く等

・勉強会：「就労選択支援」について

・情報の可視化：パンフレット・HP作成

・商工会との連携

今年度の活動（案）についての意見

・当事者の方が自身の将来をイメージできるよう、福祉事業所体験会開催を継続していきたい。

・行政実習のフィードバックがあれば、今後の行政実習に生かすことができる。

・就労選択支援に関する学習会を開催してほしい。

・行政実習を終えた当事者の感想や意見を聞ける場があれば良い。

・近年、一般就労を目指す人が減ってきた印象がある。福祉事業所体験会がマンネリ化しないような工

夫をみんなで考えたい。

・横とのつながり、ネットワークが重要だと感じている。就労支援部会で地域の社会資源や事業所を把

握し、つなげていきたい。



・一般相談で就労に関する相談が非常に多い。ひきこもりから抜け出したいという相談者に対し、福祉

事業所体験会を案内したい。利用者第一の支援についてみんなで考えていきたい。

・就労に関する知識を深め、適切に支援していきたい。

・初めて就労支援部会に参加した。初めて聞く話が多かったので、これから学んでいきたい。

・昨年度の当事者交流会で、普段人前で話すことが苦手な利用者さんが一生懸命話す姿を見れてとても

良かった。利用者さんにとっても非常に良い機会だと思った。

・当事者交流会に参加した利用者が、「当事者の方の話が刺激になった」と喜んでいた。自分も頑張り

たいという気持ちが湧いた様子だった。

・以前福祉事業所体験会に参加した。お菓子等の加工品づくりを主とする事業所であるため、体験会の

場で参加者に体験してもらうことができなかった。今後、食品をつくる行程も体験してもらえるよう

になればありがたい。

・行政職員として利用者本人の状況を書類等で把握することが多い。福祉事業所体験会等を継続的に開

催することで、利用者本人に直接会える機会を大切にしたい。

・制度の変化や、地域を取り巻く現状の変化を部会で学び、学校に持ち帰りたい。また、部会に参加す

ることで地域との連携を図っていきたい。

・各支援機関には困りごとが多くあると思うので、限られた部会回数の中でどこまでアプローチできる

かという問題がある。自立支援協議会とは別に、事業所主導で、事業所同士の横の連携を図る機会を

設けることも必要かもしれない。

・当事者報告会に参加し、いろんな視点での考え方を学べて良い機会となった。同様に企業見学会でも

企業側の考えや思いを聞けることは非常に勉強になる。行政実習も行政と協力しながら継続していき

たい。学校として生徒さんを就労継続支援 B型利用につなげる流れができている中で、就労選択支援

ができることによってどのように変わっていくのかを部会で学びたい。

・部会員によって知識や経験の差があるので、取組内容についてまずは共有しないと達成することは難

しい。各回でテーマを明確にし、全員で共有して地域に還元していきたい。

・直接語り合う、発信する場としてこの部会は非常に意味のあるものだと思う。

今まで福祉サービスを利用したことがなかった方が、福祉事業所体験会に参加することで初めて触れ

る機会になれば良い。

・課題はたくさんあるが、一つずつクリアしていくことが大事。連携を図り、ともに学んでいきたい。

・近年、就労へのニーズは高まっていると感じている。この部会で、就労に関する事業所の意見や、事

業所の情報について聞けることがありがたい。

・取り組むべきことは多いが、事務局として精一杯頑張りたい。体験会についても前回までのいいとこ

ろはそのままに、新しいことも取り入れてより良いものを作っていきたい。

３、各市町の『障がい福祉計画』の紹介

４、その他

就労支援部会の参加機関の拡大を目的に、３市１町の就労系事業所に再度案内を検討する。

◎ 第 2回就労支援部会


